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目的  
本研究は、専門職大学院の実務家

教員が、社会人大学院生からの授

業評価を受け、教育信念と学生満

足の間で葛藤が起き、意識を変容

させるプロセスを可視化する。実

務 家 教 員 が 直 面 す る 問 題 点 を あ

らかじめ予測し、教員教育プログ

ラムを開発することで、より高い

質 の 教 育 を 提 供 す る た め の 視 座

を 提 示 す る こ と が 研 究 目 的 で あ

る。  
                                    
方法  
HSS（ 歴 史 的 構 造 化 サ ン プ リ ン
グ）に基づき、 200X 年 4 名の専
門職大学院教員（ 30～ 50 代、男
女各 2 名）に反構造化インタビュ
ーで「専門職大学院教員として授

業を行い、初めて授業評価を受け

た時 ,その評価をどう受け止め、ど
のような行動をとったか」を中心

に  
約一時間質問した。  
 
 

結果  
「 教 授 法 に 関 す る 知 識 が 少 な い

ま ま 見 よ う 見 ま ね で 教 壇 に 立 つ

が、辛辣な授業評価を受け、見直

しを迫られる。ＦＤは名ばかりで

自己の信念で授業を行うが、現役

ビジネスマンの学生の方が、知識

が新しく深いことも多々ある。上

か ら 目 線 の 教 育 姿 勢 を 根 底 か ら

見直す必要を痛感し、自己改革に

励む。」という姿が浮き彫りにな

った。  
 
考察  
授 業 評 価 へ の 改 善 取 り 組 み を 教

員の自己責任に留めず、訓練プロ

グ ラ ム な ど の 制 度 化 や 支 援 を 充

実させる必要がある。また、実務

家教員と成人学習者双方が、「成

人学習の場に向き合う姿勢」に関

し て 具 体 的 に 意 識 改 革 を 進 め る

ことが、実務界に有する実務知を

大 学 で 有 効 活 用 す る た め に は 必

要であろう。  


